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	（１）最初に、会員の一人から、次のとおり、議題に関する報告が行われた。
	○　分限休職処分取消等請求事件（千葉地裁平成29年12月８日判決（労働経済判例速報2340号11頁）。以下「本判決」という。）は、Ｙ市立病院に勤務するＸが、Ｙ市病院事業管理者Ｙ₁から５回にわたり分限休職処分を受けたことから各分限休職処分の取消しを求めるとともに、各分限休職処分が違法であるなどとして国家賠償法１条１項に基づく損害賠償等の支払を求めた事案である。
	○　「自律神経失調症・不眠症」と「抑うつ反応」とを同一傷病とした判断に裁量権の逸脱・濫用がないとした本判決は、病気休職の趣旨及び分限処分における任命権者の裁量権（長束小学校校長分限降任事件）の議論を前提としている。
	○　本判決は、Ｙ市分限条例、地公法28条３項の趣旨は、専門家である医師の診断を要求することによって任命権者の判断の適正を担保することにあるというべきであり、その手続を経ていなかったとしても、任命権者の判断の適正さと離れて直ちに分限休職処分の取消事由になると解することはできないとしている。また、病気休暇90日を超えて休養を要する場合に診断書のみをもって分限休職処分とするＹ市の運用については、職員にとっても負担を軽減するものであり、長期の休養を要することについてＸの意に反していたともいえないとしている。
	○　本判決は、原則として、条例の要求する指定医師２名の診断を経ない職員の意に反する分限休職処分は条例違反となるが、例外的に、そのことが分限休職処分の取消事由にならない場合があることを認めたものと評価できる。
	○　分限休職処分を検討する際には、処分事由（心身の故障をうかがわせる事由）の慎重な検討が必要である。休職処分発令に当たり、疾病がある旨の確定診断までは必要ないが、合理的な判断でなければならない。
	また、休職処分が当該職員の意に反するか否かの確認、長期の休養を要する場合に当たるかについての医師の診断の要件を満たしているか、辞令発令と交付の時期の確認、処分理由書等の送付など手続要件も遵守すべきである。
	○　本判決において、指定医師２名による診断を経ていないことが取消事由になるとまではいえないと判断された要因としては、Ｘ自身が長期の休暇を取得することを希望していた点で、意に反しているとはいえないと判断された特殊な事情があったということが考えられる。
	○　条例が要求する医師２名の診断に関しても、復職の場合は身分保障の意味もあるだろうが、本人が長期休みたいという場合は、むしろ本人の健康状態を重視すると、本人の負担を軽減する視点から必ずしも医師２名の診断がなければならないとはいえない場合が考え得るのではないか。
	○　本件は事案の特殊性はあるものの、かなり弾力的に判断する判決が出たという印象である。

